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(57)【要約】

【課題】斜面を横切る場合でも、斜面の傾斜角に応じて

操舵輪の方向が補正され、使用者の意図に合致した走行

が維持できる電動車椅子を提供すること。

【解決手段】操作レバー３ａを有する操作スイッチ３に

よって走行状態が制御される電動車椅子１であって、電

動車椅子１の傾斜角を検知する傾斜センサと、電動車椅

子１の進行方向を変更する操舵輪５と、操舵輪５の方向

を制御する制御部とを備え、制御部は、傾斜センサから

取得する傾斜角に基づいて、操舵輪５の方向を補正する

こと。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 操 作 レ バ ー を 有 す る 操 作 ス イ ッ チ に よ っ て 走 行 状 態 が 制 御 さ れ る 電 動 車 椅 子 で あ っ て 、

　 前 記 電 動 車 椅 子 の 傾 斜 角 を 検 知 す る 傾 斜 セ ン サ と 、

　 前 記 電 動 車 椅 子 の 進 行 方 向 を 変 更 す る 操 舵 輪 と 、

　 前 記 操 舵 輪 の 方 向 を 制 御 す る 制 御 部 と 、 を 備 え 、

　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 傾 斜 セ ン サ か ら 取 得 す る 傾 斜 角 に 基 づ い て 、 前 記 操 舵 輪 の 方 向 を 補

正 す る 電 動 車 椅 子 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 操 舵 輪 の 方 向 の 補 正 は 、 前 記 傾 斜 角 の 傾 斜 の 上 方 へ の 補 正 で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載

の 電 動 車 椅 子 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 電 動 車 椅 子 の 重 量 お よ び 重 心 位 置 、 並 び に 前 記 傾 斜 角 に 基 づ い て 、

前 記 操 舵 輪 の 方 向 の 補 正 量 を 算 出 す る 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電

動 車 椅 子 。

【 請 求 項 ４ 】

　 ２ つ の 駆 動 輪 と 、 前 記 操 舵 輪 に 代 え て キ ャ ス タ を 備 え 、

　 前 記 制 御 部 は 、 前 記 操 舵 輪 の 方 向 の 補 正 に 代 え て 、 前 記 ２ つ の 駆 動 輪 の う ち 、 前 記 傾 斜

角 の 傾 斜 の 下 側 の 車 輪 の 回 転 数 を 前 記 傾 斜 角 の 傾 斜 の 上 側 の 車 輪 の 回 転 数 よ り も 増 大 さ せ

る 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 電 動 車 椅 子 。

【 請 求 項 ５ 】

　 操 作 レ バ ー を 有 す る 操 作 ス イ ッ チ に よ っ て 走 行 状 態 が 制 御 さ れ る 電 動 車 椅 子 で あ っ て 、

　 前 記 操 作 ス イ ッ チ は 、 目 盛 板 と 、 こ の 目 盛 板 に 対 し て 回 動 す る ス イ ッ チ 本 体 と 、 を 備 え

、

　 前 記 目 盛 板 は 前 記 電 動 車 椅 子 の 車 体 に 固 定 さ れ て お り 、 前 記 ス イ ッ チ 本 体 は 前 記 電 動 車

椅 子 の 傾 斜 角 に 応 じ て 回 動 す る 、 電 動 車 椅 子 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 ス イ ッ チ 本 体 に は 、 前 記 電 動 車 椅 子 の 車 体 と の 間 に 所 定 の バ ネ が 連 結 さ れ て お り 、

前 記 電 動 車 椅 子 の 傾 斜 角 が ゼ ロ の と き に は 、 前 記 ス イ ッ チ 本 体 は 原 角 度 位 置 に 復 帰 す る 、

請 求 項 ５ に 記 載 の 電 動 車 椅 子 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 斜 面 を 横 切 る 際 に も 適 切 に 走 行 で き る 電 動 車 椅 子 に 関 す る も の で あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 こ れ ま で 、 体 が 不 自 由 な 者 は 車 椅 子 を 使 っ て 移 動 し て い た 。 特 に 、 腕 の 力 が 弱 い 者 は 、

駆 動 モ ー タ と バ ッ テ リ を 備 え た 電 動 車 椅 子 を 用 い て い た 。 電 動 車 椅 子 は 、 手 元 に あ る 操 作

レ バ ー を 操 作 す る こ と で 、 進 行 方 向 や 速 度 を 調 整 す る こ と が で き た 。

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か し 、 電 動 車 椅 子 で 斜 面 を 横 切 る よ う に 走 行 す る 場 合 、 操 作 レ バ ー で 直 進 の 操 作 を し

て も 、 電 動 車 椅 子 は 斜 面 の 下 方 に 向 か っ て 曲 が っ て い っ て し ま う 。 こ れ は 、 電 動 車 椅 子 の

重 量 に 基 づ い て 、 斜 面 の 下 方 に 向 か う 成 分 の 力 が 電 動 車 椅 子 に 作 用 す る か ら で あ る 。 従 っ

て 、 電 動 車 椅 子 の 使 用 者 の 意 思 と は 異 な る 方 向 に 向 か っ て 電 動 車 椅 子 が 移 動 し て し ま う 、

と い う 不 都 合 が あ っ た 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 本 発 明 は 上 記 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 本 発 明 の 第 １ の 手 段 で は 、 操 作 レ バ
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ー を 有 す る 操 作 ス イ ッ チ に よ っ て 走 行 状 態 が 制 御 さ れ る 電 動 車 椅 子 で あ っ て 、 電 動 車 椅 子

の 傾 斜 角 を 検 知 す る 傾 斜 セ ン サ と 、 電 動 車 椅 子 の 進 行 方 向 を 変 更 す る 操 舵 輪 と 、 操 舵 輪 の

方 向 を 制 御 す る 制 御 部 と を 備 え 、 制 御 部 は 、 傾 斜 セ ン サ か ら 取 得 す る 傾 斜 角 に 基 づ い て 、

操 舵 輪 の 方 向 を 補 正 す る 、 と い う 構 成 を 採 っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 の 第 ２ の 手 段 で は 、 操 舵 輪 の 方 向 の 補 正 は 、 傾 斜 角 の 傾 斜 の 上 方 へ の 補 正 で あ る

、 と い う 構 成 を 採 っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 第 ３ の 手 段 で は 、 制 御 部 は 、 電 動 車 椅 子 の 重 量 お よ び 重 心 位 置 、 並 び に 傾 斜 角

に 基 づ い て 、 操 舵 輪 の 方 向 の 補 正 量 を 算 出 す る 、 と い う 構 成 を 採 っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 の 第 ４ の 手 段 で は 、 ２ つ の 駆 動 輪 と 、 操 舵 輪 に 代 え て キ ャ ス タ を 備 え 、 制 御 部 は

、 操 舵 輪 の 方 向 の 補 正 に 代 え て 、 ２ つ の 駆 動 輪 の う ち 、 傾 斜 角 の 傾 斜 の 下 側 の 車 輪 の 回 転

数 を 傾 斜 の 上 側 の 車 輪 の 回 転 数 よ り も 増 大 さ せ る 、 と い う 構 成 を 採 っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 発 明 の 第 ５ の 手 段 で は 、 操 作 レ バ ー を 有 す る 操 作 ス イ ッ チ に よ っ て 走 行 状 態 が 制 御 さ

れ る 電 動 車 椅 子 で あ っ て 、 操 作 ス イ ッ チ は 、 目 盛 板 と 、 こ の 目 盛 板 に 対 し て 回 動 す る ス イ

ッ チ 本 体 と を 備 え 、 目 盛 板 は 電 動 車 椅 子 の 車 体 に 固 定 さ れ て お り 、 ス イ ッ チ 本 体 は 電 動 車

椅 子 の 傾 斜 角 に 応 じ て 回 動 す る 、 と い う 構 成 を 採 っ て い る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 第 ６ の 手 段 で は 、 ス イ ッ チ 本 体 に は 、 電 動 車 椅 子 の 車 体 と の 間 に 所 定 の バ ネ が

連 結 さ れ て お り 、 電 動 車 椅 子 の 傾 斜 角 が ゼ ロ の と き に は 、 ス イ ッ チ 本 体 は 原 角 度 位 置 に 復

帰 す る 、 と い う 構 成 を 採 っ て い る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 電 動 車 椅 子 で 斜 面 を 横 切 る 場 合 で も 、 斜 面 の 傾 斜 角 に 応 じ て 操 舵 輪 の

方 向 が 補 正 さ れ 、 ま た は 左 右 の 駆 動 輪 の 回 転 数 が 補 正 さ れ 、 使 用 者 の 意 図 に 合 致 し た 走 行

が 維 持 さ れ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ １ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に 係 る 電 動 車 椅 子 の 背 面 図 を 示 す 。

【 図 ２ 】 図 １ に 開 示 し た 電 動 車 椅 子 が 斜 面 を 横 切 っ て い る 状 態 を 示 す 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 傾 斜 角 に 基 づ く 操 舵 輪 の 補 正 プ ロ セ ス を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。

【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 電 動 車 椅 子 の 操 作 ス イ ッ チ の 分 解 斜 視 図 を 示 す 。

【 図 ５ 】 図 ４ に 開 示 し た 操 作 ス イ ッ チ の 平 面 図 で あ っ て 、 車 体 に バ ネ を 介 し て 連 結 さ れ て

い る 状 態 を 示 す 。

【 図 ６ 】 電 動 車 椅 子 が 斜 面 の 走 行 し て い る 場 合 の 操 作 ス イ ッ チ の 平 面 図 を 示 し 、 図 ６ （ Ａ

） は 電 動 車 椅 子 が 左 に 傾 斜 し て い る 場 合 で あ り 、 図 ６ （ Ｂ ） は 電 動 車 椅 子 が 右 に 傾 斜 し て

い る 場 合 で あ る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 発 明 の 電 動 車 椅 子 の 実 施 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 以 下 に 説 明 す る 。 な お 、 説 明 に

お い て 、 共 通 す る 部 分 は 同 じ 符 号 を 付 し 、 重 複 す る 説 明 は 適 宜 省 略 す る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 実 施 形 態 の 電 動 車 椅 子 １ は 、 操 作 レ バ ー ３ ａ を 有 す る 操 作 ス イ ッ チ ３ に よ っ て 走 行 状

態 が 制 御 さ れ る も の で あ っ て 、 電 動 車 椅 子 １ の 傾 斜 角 を 検 知 す る 傾 斜 セ ン サ と 、 電 動 車 椅

子 １ の 進 行 方 向 を 変 更 す る 操 舵 輪 ５ と 、 操 舵 輪 ５ の 方 向 を 制 御 す る 制 御 部 と を 備 え 、 制 御

部 は 、 傾 斜 セ ン サ か ら 取 得 す る 傾 斜 角 に 基 づ い て 、 操 舵 輪 ５ の 方 向 を 補 正 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 電 動 車 椅 子 １ は 、 主 要 な 骨 格 を 構 成 す る フ レ ー ム ７ と 、 フ レ ー ム ７ の 左 右 両 側 に 設 置 さ
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れ る 駆 動 輪 （ 主 輪 ） ９ ａ ， ９ ｂ を 備 え て い る 。 駆 動 輪 ９ ａ ， ９ ｂ に は 駆 動 モ ー タ １ １ が 連

結 さ れ て い る 。 フ レ ー ム ７ の 上 端 部 に は 、 介 助 者 が 操 作 す る 手 押 し ハ ン ド ル １ ３ が 設 け ら

れ て い る 。 ま た 、 各 駆 動 輪 ９ ａ ， ９ ｂ の 上 方 に は 、 使 用 者 が 肘 を 置 け る ア ー ム サ ポ ー ト １

５ が 設 け ら れ て い る 。 右 側 の ア ー ム サ ポ ー ト １ ５ に は 、 操 作 ス イ ッ チ ３ が 設 置 さ れ て い る

。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 ま た 、 フ レ ー ム ７ の 前 方 の 左 右 両 側 に は 、 操 舵 輪 ５ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 操 舵 輪 ５ に

は サ ー ボ モ ー タ が 係 合 さ れ て お り 、 後 述 す る 制 御 部 か ら の 指 令 に 基 づ い て 、 操 舵 輪 ５ を 操

舵 で き る よ う に な っ て い る 。 な お 、 操 舵 輪 ５ に 代 え て キ ャ ス タ を 備 え て も よ い 。 こ の 場 合

、 電 動 車 椅 子 １ の 進 行 方 向 の 制 御 は 、 ２ つ の 駆 動 輪 ９ ａ ， ９ ｂ の 回 転 数 を 制 御 す る こ と に

よ り 行 わ れ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 電 動 車 椅 子 １ は 、 バ ッ テ リ １ ７ を 備 え て い る 。 バ ッ テ リ １ ７ は 、 駆 動 モ ー タ １ １ に 電 力

を 供 給 す る た め の も の で あ る 。 駆 動 モ ー タ １ １ へ の 電 力 供 給 制 御 は 、 操 作 ス イ ッ チ ３ か ら

の 指 示 に 基 づ い て 、 制 御 部 に よ っ て 行 わ れ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

［ 操 舵 輪 の 補 正 ］

　 次 に 、 図 ２ お よ び 図 ３ に 基 づ い て 、 操 舵 輪 ５ の 補 正 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ に 示 す よ う

に 、 電 動 車 椅 子 １ が 斜 面 を 横 切 る よ う に 走 行 す る 場 合 、 斜 面 の 下 方 に 向 か う 力 が 生 じ る 。

こ の 力 は 、 斜 面 の 傾 斜 角 を θ 、 電 動 車 椅 子 １ と 使 用 者 を 合 わ せ た 質 量 を M、 重 力 加 速 度 を

ｇ と し た 場 合 に 、 Ｍ ｇ ・ sinθ と 定 義 さ れ る 。 こ の た め 、 使 用 者 が 直 進 方 向 を 意 図 し て 操

作 レ バ ー ３ ａ を 操 作 し た 場 合 で も 、 電 動 車 椅 子 １ が 斜 面 の 下 方 に 向 か っ て 流 れ て し ま う 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 そ こ で 、 本 実 施 形 態 で は 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 操 舵 輪 ５ が 補 正 制 御 さ れ る 。 す な わ ち 、

電 動 車 椅 子 １ の 電 源 が Ｏ Ｎ で あ る と 判 断 さ れ る と （ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 、 制 御 部 に よ る 制 御 が

開 始 さ れ 、 先 ず 、 電 動 車 椅 子 １ の 傾 斜 角 （ す な わ ち 、 斜 面 の 傾 斜 角 ） が 傾 斜 セ ン サ に よ っ

て 取 得 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。 取 得 さ れ た 傾 斜 角 は 制 御 部 に 入 力 さ れ る 。 次 に 制 御 部 で

は 、 傾 斜 角 に 基 づ い て 操 舵 輪 ５ の 補 正 量 が 算 出 さ れ る （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。 補 正 量 の 算 出 に

当 た っ て は 、 電 動 車 椅 子 １ に 使 用 者 が 乗 っ た 状 態 で の 重 量 お よ び 、 そ の 状 態 で の 重 心 位 置

な ど の 情 報 を 用 い て も よ い 。 例 え ば 、 重 量 が 重 い 場 合 や 重 心 位 置 が 斜 面 か ら 高 い 場 合 は 、

補 正 量 を 増 大 さ せ る 。 な お 、 使 用 者 の 重 量 は 、 所 定 の 入 力 装 置 か ら 制 御 部 に 入 力 す る よ う

に し て も 良 い し 、 電 動 車 椅 子 １ に 重 量 セ ン サ を 備 え て 、 こ の 重 量 セ ン サ か ら 取 得 し て も よ

い 。 操 舵 輪 ５ の 補 正 方 向 は 、 斜 面 の 上 側 に 向 か う 方 向 で あ る 。 な ぜ な ら 、 上 記 し た よ う に

、 電 動 車 椅 子 １ は 操 舵 輪 ５ の 補 正 を 行 わ な い 場 合 、 斜 面 の 下 方 に 流 れ て し ま う か ら で あ る

。 そ し て 、 補 正 量 が 算 出 さ れ た ら 、 制 御 部 は 補 正 量 分 だ け 操 舵 輪 ５ の 方 向 を 補 正 す る よ う

に 、 操 舵 輪 ５ の サ ー ボ モ ー タ に 補 正 制 御 信 号 を 送 る （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。

【 ０ ０ １ ９ 】

［ 駆 動 輪 に よ る 補 正 ］

　 次 に 、 駆 動 輪 ９ ａ ， ９ ｂ に よ る 進 行 方 向 の 補 正 に つ い て 説 明 す る 。 駆 動 輪 ９ ａ ， ９ ｂ に

よ る 進 行 方 向 の 補 正 と は 、 左 右 ２ つ の 駆 動 輪 ９ ａ ， ９ ｂ の 回 転 数 を 制 御 し て 、 進 行 方 向 を

補 正 す る も の で あ る 。 こ の た め 、 操 舵 輪 ５ に 代 え て キ ャ ス タ を 用 い る こ と が で き る 。 こ こ

で キ ャ ス タ と は 、 電 動 車 椅 子 １ の 進 行 方 向 の 変 化 に 応 じ て 自 由 に 方 向 を 変 え る 車 輪 で あ る

。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 図 ２ の 場 合 を 例 に し て 、 駆 動 輪 ９ ａ ， ９ ｂ に よ る 補 正 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ に 示 す よ

う な 、 左 側 が 下 が る よ う に 傾 斜 し た 斜 面 を 横 切 る 場 合 、 進 行 方 向 の 補 正 を し な い と 、 電 動

車 椅 子 １ は 斜 面 の 下 方 （ 左 側 ） に 流 れ て し ま う 。 こ れ を 補 正 す る た め に 、 斜 面 の 下 側 （ 左

側 ） の 駆 動 輪 ９ ａ の 回 転 数 を 、 斜 面 の 上 側 （ 右 側 ） の 駆 動 輪 ９ ｂ の 回 転 数 よ り も わ ず か に

増 大 さ せ る 。 こ れ に よ り 、 電 動 車 椅 子 １ が 斜 面 の 下 側 に 流 れ る こ と が 抑 制 さ れ 、 斜 面 を 横

切 る こ と が で き る 。 な お 、 斜 面 の 上 側 の 駆 動 輪 ９ ｂ の 回 転 数 を 斜 面 の 下 側 の 駆 動 輪 ９ ａ の
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回 転 数 よ り も 低 減 す る こ と で 、 同 様 の 効 果 を 得 る こ と が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

［ 操 作 ス イ ッ チ に よ る 補 正 ］

　 次 に 、 図 ４ か ら 図 ６ に 基 づ い て 、 操 作 ス イ ッ チ ３ の 機 械 的 構 造 に よ る 、 進 行 方 向 の 補 正

に つ い て 説 明 す る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 操 作 ス イ ッ チ ３ は 、 操 作 レ バ ー ３ ａ と 、 目 盛 板 ３

ｂ と 、 ス イ ッ チ 本 体 ３ ｃ と 、 台 座 ３ ｄ か ら な る 。 目 盛 板 ３ ｂ の 中 央 に は 貫 通 穴 が 形 成 さ れ

て お り 、 そ の 貫 通 穴 の 周 囲 に は 所 定 の 目 盛 が 設 け ら れ て い る 。 目 盛 は 、 操 作 レ バ ー ３ ａ を

操 作 す る 際 の 方 向 を 決 め る た め の 目 安 で あ り 、 前 進 方 向 か ら 順 に ４ ５ ° の 角 度 間 隔 で 設 け

ら れ て い る 。 操 作 レ バ ー ３ ａ は 、 前 に 倒 す と 、 電 動 車 椅 子 １ は 前 進 し 、 逆 に 後 ろ に 倒 す と

後 退 す る 。 ま た 、 操 作 レ バ ー ３ ａ を 右 に 倒 す と 電 動 車 椅 子 １ は 右 旋 回 し 、 左 に 倒 す と 左 旋

回 す る 。 目 盛 板 ３ ｂ は 、 フ レ ー ム ７ ま た は ア ー ム サ ポ ー ト １ ５ に 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 操 作 レ バ ー ３ ａ は 、 上 記 し た よ う に 、 倒 す 方 向 に よ っ て 電 動 車 椅 子 １ の 進 行 方 向

を 決 定 で き る が 、 倒 す 角 度 に よ っ て 電 動 車 椅 子 １ の 速 度 を 決 定 す る こ と も で き る 。 ま た 、

ス イ ッ チ 本 体 ３ ｃ の 前 方 側 に は 錘 （ お も り ） ３ ｅ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 ス イ ッ チ 本 体 ３

ｃ は 、 台 座 ３ ｄ の 上 に 支 持 さ れ て い る 。 台 座 ３ ｄ は フ レ ー ム ７ ま た は ア ー ム サ ポ ー ト １ ５

に 固 定 さ れ て い る 。 一 方 、 ス イ ッ チ 本 体 ３ ｃ は 、 台 座 ３ ｄ に 対 し て 回 動 で き る よ う に な っ

て い る 。 こ れ に よ り 、 ス イ ッ チ 本 体 ３ ｃ は 、 目 盛 板 ３ ｂ に 対 し て 相 対 回 動 で き る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ５ に 示 す よ う に 、 錘 ３ ｅ と フ レ ー ム ７ ま た は ア ー ム サ ポ ー ト １ ５ と の 間 に は 、 所 定 の

バ ネ ４ が 連 結 さ れ て い る 。 こ の バ ネ ４ は 、 自 然 長 の と き に 、 目 盛 板 ３ ｂ と ス イ ッ チ 本 体 ３

ｃ の 方 向 が 合 致 す る よ う な 長 さ に な っ て い る 。 図 ６ は 、 電 動 車 椅 子 １ が 斜 面 を 横 切 っ て い

る と き の 、 操 作 ス イ ッ チ ３ の 状 態 を 示 す 平 面 図 で あ る 。 先 ず 、 図 ６ （ Ａ ） は 、 図 ２ に 示 す

よ う な 、 左 側 が 下 が っ て い る 斜 面 を 、 電 動 車 椅 子 １ が 横 切 っ て い る 場 合 を 示 し て い る 。 こ

の 場 合 、 ス イ ッ チ 本 体 ３ ｃ は 、 錘 ３ ｅ の 影 響 で 反 時 計 回 り に わ ず か に 回 動 す る 。 そ の 際 、

バ ネ ４ も わ ず か に 伸 び て 、 バ ネ 力 と 釣 り 合 っ た 角 度 位 置 で ス イ ッ チ 本 体 ３ ｃ の 回 動 が 止 ま

る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 ス イ ッ チ 本 体 ３ ｃ が わ ず か に 回 動 し た こ と で 、 目 盛 板 ３ ｂ と ス イ ッ チ 本 体 ３ ｃ と の 間 に

わ ず か な 角 度 差 が 生 じ る 。 こ の た め 、 使 用 者 が 目 盛 板 ３ ｂ の 前 進 方 向 に 操 作 レ バ ー ３ ａ を

倒 し た 場 合 で も 、 実 際 に ス イ ッ チ 本 体 ３ ｃ で は 、 角 度 差 分 だ け 時 計 回 り に ず れ た 方 向 に 操

作 レ バ ー ３ ａ が 倒 さ れ て い る こ と に な る 。 従 っ て 、 使 用 者 は 傾 斜 を 意 識 す る こ と な く 前 進

の 操 作 を す れ ば 、 進 行 方 向 が 補 正 さ れ 、 斜 面 を 適 切 に 横 切 る こ と が で き る 。 図 ６ （ Ｂ ） は

、 図 ６ （ Ａ ） と は 逆 に 、 右 側 が 下 が っ た 斜 面 を 横 切 る 場 合 の 操 作 ス イ ッ チ ３ の 状 態 を 示 し

て い る 。 す な わ ち 、 ス イ ッ チ 本 体 ３ ｃ が 時 計 回 り に わ ず か に 回 動 し て い る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 以 上 の よ う に 、 操 作 ス イ ッ チ ３ の 構 造 を 工 夫 す る こ と で 、 機 械 式 で 進 行 方 向 の 補 正 す る

こ と が で き る 。 こ の た め 、 低 い コ ス ト で 進 行 方 向 の 補 正 が で き る 電 動 車 椅 子 １ を 実 現 で き

る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ６ 】

１ 　 電 動 車 椅 子

３ 　 操 作 ス イ ッ チ

３ ａ 　 操 作 レ バ ー

３ ｂ 　 目 盛 板

３ ｃ 　 ス イ ッ チ 本 体

３ ｄ 　 台 座

３ ｅ 　 錘 （ お も り ）

５ 　 操 舵 輪

７ 　 フ レ ー ム
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９ ａ ， ９ ｂ 　 駆 動 輪 （ 主 輪 ）

１ １ 　 駆 動 モ ー タ

１ ３ 　 手 押 し ハ ン ド ル

１ ５ 　 ア ー ム サ ポ ー ト

１ ７ 　 バ ッ テ リ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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